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 はじめに  
近年、強い地震、極端な集中豪雨等による災害が各地で発生し、多くの農地・農業用

施設が被災している。最近の災害は、短時間で広域的に多くの被災をもたらすことも多

く、被災後の状況確認等にも時間と労力が懸かっている。これらの災害では、地すべりや

斜面崩壊に起因する場合も多く、その後の被害拡大防止や対策を進める上では、できるだ

け迅速な現場状況の把握と対策優先度などについての検討が望まれる。しかしながら、斜

面災害に対応できる技術者は限られていることから、同時多発的に災害が発生した場合や

現地へのアクセスに制約がある場合等は、専門技術者による迅速な現地調査等が困難なケ

ースも多いものと思われる。特に、災害発生直後の初動調査では、その地域の行政機関の

職員が被害状況の把握等を目的とした緊急調査を担っている。このような場合、斜面災害

に対する知識や経験のない職員も多く、被害の全容や拡大等の見通しを早期に把握するこ

とは容易ではない。農林水産省農村環境課では、災害発生直後の初動調査時に専門技術者

でない行政機関の職員等でも、最低限の現地状況の把握が行えるようなポイント等をとり

まとめた「農地等斜面災害調査手引き」を作成した。本稿では、その手引きの概要につい

て紹介する。  
 

 「農地等斜面災害調査手引き」の目的・適用  
本手引きは、図－１に示すように、農地や農業

水利施設等に関わる斜面災害が発生した場合の初

動調査について、その方法や留意事項等を示した

ものである。斜面災害に対して高度な知識や調査

経験を有していない一般技術者でも、最低限の現

地調査を効率的に実施できるよう、現地調査を行

う上でのポイントについても解説を加えた。さら

に、最近、災害現場での活用が急速に進んでいる

UAV の活用についても解説を加えた。  
本手引きが対象と想定した範囲は、降雨または

地震で生じた斜面災害に対する初動調査（被災状

況の把握）時点である。そのため、特に、降雨、

地震によるものに特化して、着目すべき事象や調

査における留意点を、既往の調査実績や現場経験
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図－１ 斜面災害の調査過程の例
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者の知見を基にとりまとめた。そのため、個々の詳細な調査等については記載していな

い。初動調査時のみに絞って必要最低限の事項について、簡潔に記載することで、経験の

ない者でも取組やすいように配慮した。  
 
 「農地等斜面災害調査手引き」の概要  
本手引きの目次を図―２に示す。調査に関わる内容については、「災害時の初動調査手

順」、「UAV を用いた災害調査」、「巻末資料」の３つの内容に分かれている。  
「災害時の初動調査手順」では、事前準備（既存情報の入手方法や活用）、現地調査（現

地で最低限行うべき事項等）、調査結果の整理の３点について、それぞれ行うべき内容やポ

イントについて簡潔に示した。なお、未経験

者が読み手となることを想定して、本文では

必要最低限の情報を示し、詳細は巻末資料に

掲載する形式としている。  
「UAV を用いた災害調査」では、UAV を活

用する際の調査のポイント、災害現場への適

用性、調査方法、UAV 使用時に必要な手続き

等留意事項等を簡潔に示した。  
「巻末資料」では、調査時に使用できる調

査表のひな形、調査前の準備等で有益と思わ

れる主なオープンデータの入手方法を掲載し

ている。また、手引きだけ読んでも実際の現

場状況を想像して準備をすることは容易でな

いと考えられたことから、実際に発生した斜

面災害を利用した簡単なケーススタディとし

て、代表的な災害タイプ毎の調査時のポイン

ト等を記載し、より実践的なイメージを持ち

やすいように工夫した。  

 おわりに  
将来の気候変動による極端な集中豪雨等の増加や近未来の発生が確実視されている巨

大地震等により、斜面災害は今後もほぼ確実に各地で起こりうる現象である。一方、人口

減少が続く我が国では、それに対応できる専門技術者の確保も容易ではないであろう。そ

のため、これからは、専門技術者以外の人材育成も必要性が高まってくるのではないか。

本手引きが、現場での斜面災害への対応が可能な人材の裾野の拡大と災害対応力の強化に

おいて少しでも貢献できれば幸いである。 
この手引きが様々な現場で活用され、その結果がフィードバックされることにより、さ

らに、有効かつ使いやすいものに進化していくことを期待したい。  
な お 、「 農 地 等 斜 面 災 害 調 査 手 引 き 」 は 農 林 水 産 省 の ホ ー ム ペ ー ジ （ URL ：

http://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/tyotei/t_zisuberi/index.html）から誰でも入手可

能である。 

図－２ 本手引きのもくじ

− 611 −


